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が
、
債
務
者
の
知
立
力
Jh
い
ふ
の
で
は
な
く
、
主
観
的
不
能
(mzぷ
ο
E
4
0
d
E
ろ
ち
nrrox)
か
指
し
て
ぬ
ろ
の
で
あ
ろ
、
「
と
口
、
三
瀦
博
士
(
濁
活
法
律
類
語
界
、
同
界
二
二
一
一
月
)
が
説
か
れ
ろ
が
如
く
で
あ
ち
。
従
っ
て
ド
イ
y
民
法
が
履
行
不
能
の
中
に
客
観
的
不
詑
の
み
な
ら
ず
主
観
的
不
能
ら
も
色
合
ぜ
し
め
て
ぬ
ろ
‘
、
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
が
、
我
氏
法
問
一
五
係
日
ド
イ
y
氏
法
二
七
五
係
と
況
の
瓦
奇
異
に
す
ろ
か
ら
、
之
島
以
て
我
民
法
の
解
祁
に
其
佐
官
て
は
め
ろ
こ
と
た
符
な
い
。
多
数
設
は
原
始
的
不
能
に
付
て
も
亦
後
登
不
能
に
付
て
も
、
雨
者
を
同
一
別
す
べ
き
必
要
あ
り
と
し
、
其
理
由
と
し
て
、
給
付
が
始
め
か
ら
客
観
的
に
不
能
な
と
き
は
、
債
務
は
愛
生
す
る
を
得
な
い
が
、
唯
主
観
的
に
の
み
不
能
な
と
き
は
、
寧
ろ
債
務
を
後
生
せ
し
め
て
之
を
債
務
不
履
行
の
問
題
に
蹄
せ
し
め
る
の
を
安
治
と
す
べ
く
、
叉
債
務
後
生
後
給
付
が
主
観
的
に
不
能
と
な
る
と
も
、
債
務
者
の
故
意
叉
は
過
失
に
基
く
と
否
と
を
問
は
宇
、
命
履
行
請
求
棋
が
存
続
す
る
も
の
と
な
す
の
が
、
第
三
者
の
排
演
を
認
め
た
趣
旨
に
も
遁
合
す
る
し
、
殊
に
債
務
者
の
貧
困
病
気
等
に
よ
る
、
給
付
の
不
能
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
し
め
る
の
は
頗
る
不
蛍
で
あ
る
と
説
い
て
ゐ
る
。
(
詰
)
要
す
る
に
此
設
に
よ
れ
ば
、
原
始
的
主
観
的
不
能
の
場
合
に
も
債
慌
の
愛
生
を
認
め
、
後
渡
的
主
観
的
不
能
の
場
合
に
も
履
行
請
求
椛
の
存
続
守
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
主
観
的
不
能
は
呉
の
意
味
の
不
能
に
非
宇
、
兵
の
意
味
の
不
能
と
し
て
は
唯
客
観
的
不
能
が
あ
る
の
み
と
い
ふ
に
蹄
す
る
ο
以
下
に
於
て
ば
始
不
能
と
後
設
不
能
の
各
場
合
に
付
き
此
読
の
蛍
否
ふ
一
放
し
て
見
や
フ
。
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権
利
の
欠
欲
所
前
ば
始
的
主
観
的
不
能
の
う
ち
先
づ
権
利
の
欠
快
(
例
へ
ば
他
人
の
物
の
寅
買
)
の
場
合
を
見
る
に
、
他
人
の
権
利
の
一
氏
買
等
が
債
権
契
約
と
し
て
有
放
に
成
立
し
得
る
こ
と
は
理
論
上
疑
な
い
。
印
ち
債
務
者
が
其
樫
利
を
取
得
し
て
之
を
債
権
者
に
移
轄
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
に
至
る
も
の
と
し
て
契
約
は
有
放
な
の
で
あ
る
。
我
現
行
民
法
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
(
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(目
。
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戸
巳
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与
宮
E
H
-
o
a
H
E
r・
他
人
の
物
の
貞
買
は
無
款
で
あ
る
)
及
同
法
系
に
屈
す
る
立
法
例
(
例
へ
ば
我
一
住
民
法
財
産
取
得
編
四
二
傑
「
他
人
ノ
物
ノ
頁
買
ハ
蛍
事
者
双
方
ニ
於
テ
無
紋
ナ
リ
然
レ
ド
モ
一
民
主
ハ
頁
買
ノ
際
其
物
ノ
他
人
-
一
局
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
無
紋
ヲ
援
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
』
と
具
り
、
「
他
人
ノ
権
利
ヲ
以
テ
頁
買
ノ
目
的
ト
匁
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
貸
主
ハ
其
搭
利
ヲ
取
得
シ
テ
之
ヲ
買
主
一
一
移
轄
ス
ル
J
義
務
ア
負
フ
」
と
規
定
し
た
の
は
此
理
由
に
基
く
の
で
あ
る
。
(
此
貼
に
閲
し
て
は
立
命
館
三
十
五
周
年
記
念
論
文
集
法
経
お
所
故
宋
川
博
士
「
他
人
の
椴
刺
の
目
立
」
三
二
九
瓦
以
下
季
限
)
0
主
観
的
不
能
論
九
五
商
業
と
経
済
L
』、
J
ノ
』
/
斯
様
に
舵
利
欠
快
の
場
合
に
於
て
も
模
利
取
得
従
っ
て
移
時
の
可
能
性
は
存
在
し
得
る
の
で
あ
り
、
契
約
従
っ
て
位
椛
は
決
し
て
不
能
の
事
項
を
目
的
と
す
る
も
の
と
謂
ふ
こ
と
を
得
な
い
。
通
常
感
者
は
之
を
原
始
的
主
観
的
不
能
の
一
場
合
と
鍔
す
の
で
あ
る
が
、
異
の
意
味
の
不
能
で
な
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
同
じ
く
此
場
合
に
於
て
も
、
兵
躍
的
な
周
囲
の
事
情
ヘ
例
へ
ば
現
椛
利
者
の
其
物
叉
は
樫
利
に
野
す
る
執
者
と
か
、
現
樫
利
者
と
債
務
者
と
の
不
利
と
か
)
に
よ
っ
て
、
債
務
者
が
遁
常
な
手
段
を
講
宇
る
も
、
其
樫
利
ぞ
取
得
し
て
之
を
依
催
者
に
移
縛
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
不
能
と
解
す
べ
き
程
度
に
あ
る
こ
と
が
契
約
蛍
初
よ
り
客
観
的
に
明
ら
か
な
場
合
が
存
す
る
。
新
か
る
場
合
に
於
て
は
債
椛
は
原
始
的
に
不
能
な
る
故
成
立
す
る
こ
と
を
得
な
O 
査
し
此
場
合
現
権
利
者
又
は
他
人
が
給
付
す
る
こ
と
は
可
能
な
り
と
す
る
も
、
債
務
者
自
身
が
給
付
す
る
こ
と
が
不
飽
な
限
り
、
履
行
請
求
模
の
愛
生
を
認
め
る
こ
と
は
理
論
上
不
可
能
で
あ
り
、
且
之
守
認
め
る
資
際
上
の
必
要
も
な
-
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
此
場
合
蛍
事
者
聞
に
全
く
何
等
の
関
係
も
愛
生
し
な
い
の
で
あ
る
か
、
叉
契
約
白
躍
も
債
様
の
不
成
立
に
よ
っ
て
無
殺
と
解
す
べ
き
か
。
共
に
此
問
題
を
有
償
契
約
と
無
償
行
鍔
の
各
場
合
に
つ
き
考
察
し
ゃ
う
。
先
づ
有
償
契
約
の
内
容
が
債
務
者
が
他
人
の
舵
利
を
取
得
し
て
之
を
依
様
者
に
移
縛
す
る
と
い
ふ
場
合
に
於
て
、
江
八
不
能
な
ニ
と
が
契
約
治
初
よ
り
客
観
的
に
確
定
し
て
ゐ
る
と
き
に
も
、
之
が
限
定
し
て
ゐ
な
い
場
合
と
同
様
五
六
一
傑
乃
一
主
五
六
四
傑
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
査
し
之
等
の
規
定
は
皮
く
他
人
の
徳
利
に
闘
す
ゐ
有
償
契
約
に
於
け
る
賞
事
者
保
護
の
匁
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
給
付
の
不
能
が
契
約
蛍
初
よ
り
客
一
問
的
に
確
定
し
て
ゐ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
其
遁
用
を
具
に
オ
-
る
必
要
な
見
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
五
六
一
傑
が
前
・
傑
ノ
場
合
」
と
い
ふ
の
は
「
他
人
ノ
樫
利
ヲ
以
テ
頁
買
ノ
目
的
ト
ナ
シ
タ
ル
ト
キ
」
の
怠
味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
れ
で
は
五
六
一
係
以
下
適
用
の
結
果
如
何
と
い
ふ
に
、
損
害
賠
償
請
求
椛
及
び
桜
利
の
一
部
が
他
人
に
開
局
す
る
場
合 そ
(
五
六
三
傑
)
の
代
金
減
額
請
求
様
、
解
除
機
の
後
生
は
問
題
な
い
が
、
格
利
の
全
部
が
他
人
に
局
す
る
場
合
に
於
け
る
解
除
椛
に
付
て
は
疑
問
の
係
地
が
あ
る
。
不
能
が
契
約
蛍
初
よ
り
客
観
的
に
確
定
せ
る
場
合
に
は
債
模
は
成
立
せ
宇
、
従
っ
て
契
約
も
初
め
よ
り
有
般
に
成
立
し
な
い
か
ら
、
契
約
解
除
の
問
題
を
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
予
は
此
場
合
に
於
て
も
買
主
は
解
除
植
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
の
宜
際
の
結
果
か
ら
捌
て
安
岱
と
信
宇
4
h》
ο
斯
く
の
如
く
有
償
契
約
の
内
容
が
債
務
者
が
他
人
の
椛
利
守
取
得
し
て
之
を
債
椛
者
に
移
持
す
る
と
い
ふ
に
あ
る
場
合
に
於
て
、
給
付
の
不
能
が
契
約
常
初
か
ら
客
観
的
に
舵
定
し
て
ゐ
る
と
き
に
は
、
依
舵
は
愛
生
し
得
な
い
が
、
山
川
山
側
弁
は
五
六
一
候
乃
至
五
六
四
僚
の
規
定
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。
-
向
斯
伎
な
無
放
ω契
約
守
締
結
し
た
こ
と
に
付
て
債
務
者
に
放
な
又
は
治
夫
が
あ
る
場
合
に
は
、
(
所
初
焚
約
締
結
上
の
池
失
の
問
題
)
依
椛
者
は
不
法
行
匁
に
某
一
く
損
害
賠
償
請
求
航
守
も
奥
へ
ら
れ
、
依
利
の
競
合
を
生
中
る
コ
主
観
的
不
能
論
九
七
向
業
と
粍
流
九
A 
四
-
失
に
無
償
行
局
却
の
内
容
が
債
務
者
が
他
人
に
局
す
る
依
利
や
取
得
し
て
之
を
依
椛
者
に
移
持
す
る
に
あ
る
場
合
に
於
て
.
給
付
の
不
能
が
行
鍔
常
初
か
ら
客
観
的
に
限
定
し
て
ゐ
る
場
合
如
何
と
い
ふ
に
.
贈
典
に
閲
し
て
は
、
上
述
右
的
契
約
の
場
合
に
五
六
一
傑
以
下
の
適
用
を
認
め
る
と
同
様
の
内
山
に
よ
っ
て
、
五
五
一
俊
の
遁
用
あ
る
も
ω
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
印
ち
給
付
の
原
始
不
能
に
よ
っ
て
、
依
椛
は
成
立
す
る
こ
と
ル
-
得
中
、
贈
典
契
約
は
無
放
な
る
と
共
に
、
無
償
行
矯
の
性
質
上
贈
胤
〈
者
は
受
贈
者
に
札
制
し
て
何
等
の
去
に
任
じ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
(
五
五
一
保
一
項
本
文
~
。
唯
附
州
胤
(
者
が
椛
利
の
欠
快
を
知
り
乍
ら
.
之
を
受
贈
者
に
止
口
け
な
か
っ
た
鍔
め
、
受
贈
者
が
苔
訟
で
あ
っ
た
場
合
に
の
み
例
外
的
に
贈
奥
者
は
搭
保
責
任
と
し
て
損
害
賠
償
債
務
を
質
換
す
る
(
五
五
一
傑
一
項
但
令
官
)
。
し
か
も
其
場
合
賠
償
さ
る
べ
き
損
害
は
所
謂
消
極
的
契
約
利
盆
(
受
敗
者
が
椛
利
の
欠
快
な
ま
も
の
と
信
じ
た
矯
め
に
受
け
に
損
害
一
丈
け
に
止
ま
り
、
履
行
利
盆
一
欠
快
な
き
場
合
に
受
く
べ
か
り
し
利
盆
)
に
及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
七
円
凡
E
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e
t
-
-
g
賠
償
債
務
が
契
約
締
結
上
の
過
失
を
理
由
と
す
る
不
法
行
匁
に
基
く
損
害
賠
償
債
務
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
不
法
行
m
M
に
基
く
損
害
賠
償
債
務
は
之
と
競
合
し
て
別
個
に
存
在
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
共
に
泣
贈
に
付
て
は
一
O
九
九
傑
は
相
続
財
疋
に
応
し
な
い
慌
利
を
目
的
と
す
る
泣
般
の
録
さ
れ
た
場
合
に
、
泣
総
義
務
者
が
共
舵
利
を
取
得
し
て
之
を
受
退
者
に
移
縛
す
る
こ
と
を
符
な
い
と
き
に
遺
賂
義
務
者
の
低
額
弊
償
義
務
在
認
め
て
ゐ
る
。
前
述
有
償
契
約
及
び
附
州
市
川
の
場
合
と
の
釣
合
及
び
泣
一
一
一
一
M
者
の
な
忠
よ
り
す
れ
ば
、
不
能
が
泣
一
一
一
一
日
作
成
砂
川
初
よ
り
客
観
的
に
昨
定
せ
る
場
合
に
も
此
規
定
の
遁
用
を
認
む
べ
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
同
佼
の
丈
一
一
一
一
日
よ
り
す
れ
ば
、
之
を
肯
定
す
る
に
跨
路
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
-!/{c 
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債
務
者
の
無
資
力
に
よ
っ
て
給
付
を
府
却
し
符
な
い
こ
と
が
品
川
初
よ
り
客
観
的
に
総
定
し
て
ゐ
る
場
合
が
あ
り
符
る。
主
と
し
て
金
銭
債
務
、
種
類
債
務
に
付
て
生
じ
得
る
も
、
特
定
債
務
に
付
て
も
設
生
し
得
る
。
例
へ
ば
他
人
の
椛
利
の
資
質
の
場
合
に
、
一
民
主
の
無
資
力
の
放
に
其
椛
利
を
取
得
し
て
之
岳
山
只
主
に
移
制
作
す
る
ル
」
得
な
い
こ
と
が
契
約
岱
初
よ
り
確
定
せ
る
場
合
の
如
き
で
あ
る
(
此
場
合
に
は
前
惑
の
五
六
一
傑
以
下
の
規
定
は
遁
用
さ
れ
な
い
3
之伊一寸
の
諸
規
定
は
一
民
主
が
遁
蛍
な
手
段
を
講
宇
る
も
印
ち
相
蛍
の
出
摘
を
屈
却
す
も
、
桜
利
を
取
得
し
得
な
い
場
合
の
規
定
な
る
放
で
あ
る
)
。
斯
か
る
場
合
に
は
給
付
の
不
能
は
原
始
的
に
確
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
依
椛
は
始
め
か
ら
成
立
す
る
こ
と
を
如
何
な
い
。
そ
れ
で
は
此
場
合
債
椛
者
は
如
何
な
る
保
護
を
輿
へ
ら
れ
る
か
と
い
ふ
に
、
椛
利
欠
快
の
場
合
と
異
り
何
等
の
特
別
規
定
も
な
い
。
併
し
乍
ら
債
権
者
は
所
謂
契
約
締
結
上
の
過
失
の
理
論
に
よ
っ
て
、
不
法
行
鍔
に
基
く
山
中
小
川
賠
償
請
求
依
を
輿
へ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
品
ん
も
乙
に
よ
っ
て
賠
償
さ
る
べ
さ
損
害
は
消
極
的
契
約
利
盆
に
-
仁
志
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
j
主
観
的
不
能
論
九
九
命
誌
と
一
社
河
一O
C
山
川
務
行
の
無
資
力
は
ほ
慌
を
不
成
立
に
終
ら
し
め
る
こ
と
上
刊
一
の
如
く
で
あ
る
コ
立
が
如
何
な
る
場
合
に
品
川
波
伏
務
の
履
行
を
匁
す
資
力
が
履
行
期
に
な
い
こ
と
が
岱
初
か
ら
限
定
し
て
ゐ
る
と
断
定
す
べ
き
か
は
容
必
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
り
、
従
つ
て
債
務
昔
が
無
資
力
を
説
明
し
て
債
務
の
.
不
成
立
を
主
張
す
る
こ
と
は
・
買
際
上
側
め
て
困
難
で
あ
り
、
寧
ろ
不
可
能
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
放
に
理
論
上
は
ほ
務
台
の
無
資
力
に
よ
る
依
椛
の
不
成
立
守
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
之
に
よ
っ
て
伏
樫
者
に
不
治
な
不
刊
誌
を
興
へ
る
や
う
な
こ
と
は
古
際
問
題
と
し
て
あ
わ
得
な
い
で
あ
・
?
フ
C
外i
比
八
向
山
り
場
合
-
T
J
(
j
a
 
代
以
務
ι刊
の
病
気
抗
、
他
の
理
山
に
よ
っ
て
、
給
付
を
局
し
得
な
い
こ
と
が
契
約
九
日
初
か
ら
存
川
倒
的
に
確
定
し
て
ゐ
る
場
た
に
於
て
も
依
椛
は
収
始
的
不
能
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
伴
な
い
。
品
ん
も
伏
流
川
汗
自
身
に
病
気
丈
他
の
比
昨
あ
る
も
、
履
行
補
助
者
の
使
用
に
よ
っ
て
契
約
の
本
日
に
従
っ
た
履
行
を
匁
し
得
る
場
合
に
は
依
砂
川
は
有
般
に
成
立
し
得
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
唯
専
属
的
給
付
の
場
合
に
の
み
斯
か
る
原
始
不
能
を
生
中
J
る
の
で
あ
る
け
以
上
論
じ
来
っ
た
や
う
に
、
所
謂
原
始
的
主
観
的
不
能
の
場
合
に
は
給
付
の
不
能
が
原
始
的
に
限
定
し
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
場
合
に
於
て
は
所
前
ぽ
始
的
客
観
的
不
能
の
場
合
と
同
様
、
低
慌
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
を
得
な
い
。
唯
債
務
者
の
憶
保
責
任
乃
至
は
契
約
締
結
上
の
過
失
に
基
く
不
法
行
符
に
よ
る
損
宍
賠
償
の
問
題
を
生
中
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
J
従
っ
て
原
始
不
能
に
客
観
的
不
能
と
主
観
的
不
能
の
区
別
を
認
め
、
前
者
は
依
椛
を
不
成
立
に
終
ら
し
め
る
に
反
し
、
後
者
は
債
権
の
成
立
を
妨
け
な
い
と
い
ふ
が
如
き
設
は
到
底
之
そ
支
.
持
す
る
こ
と
を
符
な
い
。
第
三
章
後
議
不
官E
我
民
法
上
給
付
の
不
能
に
客
観
的
不
能
と
主
観
的
不
能
の
阿
別
を
認
む
べ
き
や
百
や
の
問
題
は
主
と
し
て
後
設
.
、
山
山
比
二
付
ー
し
沿
ぜ
ら
れ
る
。
;
J
I
I
J
-
i
‘
;
 
多
数
訟
は
前
述
の
如
く
此
一
向
別
を
認
め
て
、
客
観
的
不
能
の
み
が
履
行
不
能
に
り
符
る
も
の
と
し
、
主
観
的
不
能
は
一
誌
も
位
椛
の
存
絞
に
影
響
在
及
隠
さ
な
い
と
鍔
し
て
ゐ
る
。
そ
の
理
山
は
主
と
し
て
弐
の
諸
貼
に
あ
る
や
う
で
あ
る
。
{4) 
四
一
五
傑
の
文
一
一
一
一
日
は
此
見
解
を
採
り
得
る
係
地
が
あ
る
3
ロ
債
務
は
元
来
債
催
者
債
務
者
聞
の
関
係
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
債
務
者
の
給
付
不
能
に
封
す
る
責
任
を
決
定
す
る
に
蛍
つ
て
は
、
岱
該
債
務
者
の
み
に
不
能
な
る
か
、
或
は
他
の
者
が
債
務
者
の
地
位
に
あ
る
も
向
不
能
な
る
か
在
酪
的
す
る
を
正
賞
と
す
る
J
-ー、，、
主
制
的
不
能
の
場
合
に
版
行
請
求
椛
は
命
存
続
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
、
民
法
が
第
三
者
の
耕
演
を
認
め
た
独
自
に
遁
し
旦
武
際
上
の
結
果
も
反
っ
て
ゐ
る
J
主
問
的
不
能
市
。
両
主
と
日
間
的
。
位
持
者
の
食
問
、
病
気
、
政
行
容
に
よ
り
給
付
を
尽
し
得
な
い
場
合
に
履
行
の
支
任
を
免
れ
し
の
る
の
は
腕
ゐ
不
品
川
で
あ
る
。
以
下
に
多
数
設
が
理
由
と
す
る
之
等
の
諸
拡
を
考
究
し
ゃ
う
。
四
一
五
傑
が
「
履
行
ア
匁
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
」
と
い
ふ
の
は
、
客
観
的
不
能
の
み
を
指
す
も
の
と
も
、
叉
主
観
的
不
能
を
も
包
含
す
る
も
の
と
も
解
し
得
る
。
従
っ
て
四
一
五
傑
の
丈
字
解
稗
は
多
数
訟
を
持
す
べ
き
理
山
た
り
得
な
い
と
共
に
否
定
す
べ
き
根
擦
と
も
な
り
得
な
い
。
多
数
説
は
ほ
務
者
の
給
付
不
能
に
封
す
る
責
任
を
決
定
す
る
に
沿
っ
て
は
、
佐
務
殺
の
み
に
不
能
は
の
か
そ
れ
と
も
他
の
者
に
も
不
能
な
の
か
守
邸
的
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
給
付
が
不
能
な
り
や
否
や
は
ほ
務
者
の
責
任
と
は
全
く
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
給
付
が
不
能
な
り
や
否
や
は
、
依
楳
の
内
容
を
寅
現
し
得
る
や
否
や
の
問
腿
な
る
に
反
し
、
債
務
者
の
責
任
は
先
づ
給
付
の
不
能
が
椛
定
し
て
後
、
始
め
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
問
題
な
る
が
故
で
あ
る
。
論
者
(
鳩
山
博
士
依
椛
法
総
論
一
四
八
頁
)
自
身
、
が
「
給
付
不
能
-
一
野
ス
ル
責
任
」
と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
此
事
を
最
も
明
白
に
泣
明
し
て
ゐ
る
。
斯
様
に
給
付
の
不
能
な
り
や
否
や
は
、
債
務
者
の
責
任
と
は
別
個
の
事
柄
で
あ
る
。
而
し
て
債
務
は
位
能
者
依
務
行
間
の
封
人
的
関
係
で
あ
り
、
給
付
は
本
来
偵
務
者
の
行
匁
で
あ
る
か
ら
、
給
付
の
能
不
能
も
亦
債
務
背
の
み
を
標
準
と
し
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
え
詰
)
立主
迂
路
柏
木
同
氏
詑
特
日
本
氏
法
債
権
編
総
則
上
一
四
三
頁
Q
こ
の
こ
と
は
第
三
者
が
依
椛
者
又
は
債
務
者
に
針
し
て
、
債
務
者
の
債
務
と
関
聯
し
て
、
何
等
か
の
債
務
を
負
捻
し
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
も
宅
も
兵
る
所
は
な
い
。
場
合
を
分
っ
て
考
へ
る
に
先
づ
連
俳
債
務
者
が
存
す
る
場
合
に
於
て
、
個
々
の
漣
州
市
債
務
者
の
債
務
の
履
行
の
能
不
能
は
各
債
務
者
に
付
て
決
す
べ
き
こ
と
一
一
一
一
日
を
侠
た
な
い
。
而
し
て
其
中
の
一
人
の
履
行
が
不
能
な
る
と
き
は
、
後
述
の
如
く
所
謂
主
観
的
不
能
は
総
べ
て
債
務
者
の
責
に
蹄
す
べ
き
事
山
に
よ
る
不
能
と
錯
す
べ
き
が
故
に
、
其
者
の
債
務
は
損
害
賠
償
債
務
に
縫
一
史
す
る
。
次
に
保
泣
人
が
存
す
る
場
合
は
、
更
に
之
を
保
詮
人
が
債
権
者
に
封
し
て
保
詮
債
務
を
負
ふ
に
過
ぎ
な
い
場
合
と
主
た
る
債
務
者
に
封
し
で
も
保
設
債
務
履
行
の
義
務
を
負
ふ
場
合
(
一
例
へ
ば
主
た
る
債
務
者
の
委
任
に
基
く
保
詮
)
と
前
の
場
合
に
於
て
は
主
た
る
債
務
叉
は
保
設
債
務
の
能
不
能
は
夫
々
主
た
る
伏
務
者
叉
は
保
政
人
の
み
に
付
て
之
を
決
す
べ
く
、
従
っ
て
仮
令
保
故
人
の
履
行
は
可
能
な
と
き
で
も
、
主
た
る
債
務
者
の
履
行
が
に
分
つ
こ
と
を
得
る
。
不
能
な
と
き
は
、
主
に
る
債
務
は
版
行
不
能
で
あ
る
と
部
は
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
主
た
る
債
務
が
版
行
不
能
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
位
務
に
竣
夏
す
る
も
、
保
澄
債
務
は
依
然
と
し
て
従
来
の
内
容
を
保
持
す
べ
き
こ
と
は
、
保
詮
債
務
主
観
的
不
能
論
O 
商
業
と
控
訴
一O
凶
設
定
の
目
的
か
ら
云
っ
て
岱
然
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
宅
も
保
設
債
務
の
附
従
性
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
後
の
場
合
印
ち
保
読
人
が
債
模
者
に
封
し
て
保
設
依
務
を
負
ふ
と
共
に
、
主
た
る
債
務
者
に
針
し
で
も
保
設
債
務
履
行
の
義
務
を
託
ふ
場
合
に
於
て
は
前
の
場
合
と
全
く
兵
る
。
此
場
合
に
は
主
た
る
債
務
者
は
保
澄
人
を
し
て
、
自
己
に
代
っ
て
履
行
を
鍔
さ
し
め
得
る
も
の
な
る
が
故
に
、
主
た
る
依
務
者
自
身
の
履
行
行
鍔
が
不
能
な
る
も
、
保
設
人
の
履
行
が
可
能
な
る
限
り
、
主
た
る
依
務
の
履
行
は
不
能
と
い
ふ
を
得
な
い
ο
査
し
此
場
合
の
如
く
所
前
非
事
局
的
給
付
に
あ
っ
て
は
、
債
務
者
が
他
人
を
し
て
履
行
を
鍔
さ
し
め
た
と
き
は
、
依
務
者
の
給
付
が
あ
っ
た
と
一
一
一
一
円
ひ
符
る
の
で
あ
っ
て
、
保
詮
人
の
排
演
は
保
詮
人
の
録
し
た
保
詮
債
務
の
履
行
た
る
と
同
時
に
、
主
た
る
債
務
者
の
履
行
大
る
性
質
を
も
併
せ
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
三
者
が
債
務
者
に
封
し
て
債
務
者
に
代
っ
て
履
行
岳
震
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
場
合
(
例
へ
ば
履
行
引
受
)
に
於
て
は
常
に
同
様
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
に
於
て
の
み
債
務
者
の
履
行
不
能
を
決
す
る
に
静
岡
り
、
第
三
者
の
能
不
能
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
一
見
履
行
の
能
不
能
は
債
務
者
の
み
を
際
準
と
し
て
之
を
決
す
べ
し
と
い
ふ
こ
と
h
矛
盾
す
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
債
務
者
の
給
付
は
必
ら
宇
し
も
債
務
者
白
身
の
行
錯
を
必
要
と
せ
宇
、
債
務
者
は
履
行
補
助
者
の
行
震
に
よ
っ
て
も
給
付
を
鍔
し
得
る
も
の
な
る
故
、
此
場
合
に
於
て
第
三
者
の
能
不
能
を
考
慮
す
・
る
こ
と
は
、
結
局
債
務
者
の
給
付
の
能
不
能
決
定
の
鍔
め
に
鍔
す
も
の
で
あ
り
、
何
等
の
矛
府
も
な
い
。
多
数
設
は
、
主
観
的
不
能
の
場
合
に
は
、
履
行
請
求
椛
の
存
績
を
認
め
る
方
が
、
民
法
が
第
三
者
の
弊
済
を
認
め
た
趣
旨
に
遁
し
且
質
際
上
の
結
果
も
優
っ
て
ゐ
る
と
匁
し
て
ゐ
る
。
記
が
債
務
者
の
給
付
が
不
能
な
る
場
合
に
、
履
行
詰
求
椛
の
存
績
を
認
め
る
ニ
と
は
理
論
上
不
可
能
で
あ
り
、
宜
際
上
も
無
意
味
で
あ
る
。
成
く
第
三
者
の
油
開
演
と
い
ふ
場
合
に
は
、
第
三
者
が
何
等
の
義
務
に
忠
一
か
宇
し
て
油
開
演
す
る
場
合
.
の
外
に
、
第
三
者
が
依
催
者
叉
は
債
務
者
に
封
す
る
排
滅
義
務
に
基
い
て
地
問
演
す
る
場
合
が
包
含
さ
れ
る
。
此
後
の
場
合
に
付
て
は
前
項
に
沈
一
ベ
に
如
く
吾
人
の
見
解
に
従
ふ
も
何
等
不
m
V
川
な
結
果
を
導
か
な
い
。
一
史
に
前
の
場
合
印
ち
第
三
者
が
何
等
の
義
務
に
基
か
守
し
て
排
済
す
る
場
合
は
資
際
上
も
依
り
多
く
な
い
し
、
且
仮
に
之
あ
り
と
し
て
も
、
既
に
債
務
者
の
給
付
が
不
能
に
確
定
し
た
後
に
於
て
、
債
椛
者
を
し
て
没
然
第
三
者
の
耕
演
を
待
に
し
め
る
こ
と
は
、
債
椛
者
が
不
能
に
感
じ
て
遁
設
な
慮
置
を
採
る
機
九
前
日
を
逸
せ
し
め
る
結
果
と
な
り
、
却
て
宜
際
上
不
蛍
で
あ
る
。
四
多
数
設
が
最
も
有
力
な
る
根
撲
と
匁
す
所
は
、
若
し
債
務
者
の
貧
困
、
病
気
、
不
在
等
に
よ
っ
て
履
行
不
能
を
生
宇
る
も
の
と
す
れ
ば
、
債
務
者
は
之
に
よ
っ
て
債
務
を
兎
れ
る
こ
と
斗
な
の
、
頗
る
不
仲
間
な
結
果
を
生
守
る
に
非
宇
や
と
い
蓋
し
通
説
の
主
張
す
る
が
如
く
、
四
一
五
傑
に
所
前
「
依
務
者
ノ
責
-
一
郎
ス
へ
キ
事
由
」
ゆ
倍
以
て
故
芯
及
ふ
貼
で
あ
る
。
び
過
失
を
い
ふ
も
の
と
解
す
る
と
き
は
、
貧
困
、
病
気
の
如
、
ぎ
は
依
務
者
の
放
な
叉
は
池
失
に
本
か
な
い
場
合
が
多
く
、
従
っ
て
債
務
者
は
版
行
の
貨
を
免
れ
る
と
共
に
損
害
賠
的
支
任
を
も
れ
は
な
い
と
い
ふ
結
果
に
陥
る
の
で
あ
る
d
主
観
的
不
能
論
一O
五
内
川
端
と
経
済
一O
六
む
が
抑
々
同
一
五
傑
に
所
間
「
出
務
者
ノ
責
一
一
郎
ス
ヘ
キ
事
由
一
は
、
活
設
の
如
く
之
を
放
な
及
び
過
失
の
な
味
に
併
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
我
民
法
は
債
務
不
履
行
の
主
観
的
要
件
に
付
て
は
、
履
行
不
能
に
関
し
て
上
述
の
如
く
「
債
務
者
ノ
貴
一
一
郎
ス
へ
キ
事
由
」
に
基
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
止
ま
り
、
履
行
遅
滞
に
関
し
て
は
何
等
之
冶
規
定
し
て
ゐ
な
い
。
此
貼
は
ド
イ
ッ
民
法
が
債
務
者
は
原
則
と
し
て
故
立
及
び
過
失
の
責
に
任
す
べ
き
旨
(
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2
)
を
明
定
せ
る
と
は
大
い
に
趣
を
具
に
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
遁
訟
は
我
民
法
が
過
失
責
任
主
誌
を
原
則
と
せ
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
「
依
務
者
ノ
資
-
一
腕
ス
へ
キ
事
由
」
を
以
て
放
な
及
び
過
失
を
な
味
す
る
も
の
と
解
し
、
且
履
行
不
能
と
履
行
遅
滞
と
に
よ
っ
て
此
恥
に
匹
別
を
設
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
理
山
と
し
て
、
履
行
不
能
と
履
行
遅
滞
と
を
山
は
守
、
一
般
に
依
務
者
は
故
意
及
び
過
失
の
の
結
果
を
認
め
て
ゐ
る
ο
而
し
て
版
行
不
能
と
履
行
遅
滞
に
立
に
任
ム
ダ
べ
き
も
の
と
解
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
と
同
一
付
て
、
唯
故
意
過
失
の
立
設
責
任
が
依
椛
者
に
あ
り
や
否
や
の
引
で
恒
別
し
て
ゐ
る
。
ぷ
い
が
絞
っ
て
考
へ
る
に
、
我
民
法
は
来
し
て
過
失
責
任
主
誌
を
原
則
と
す
る
や
否
や
疑
な
き
を
符
な
い
。
損
害
賠
償
責
任
愛
生
の
主
な
る
場
合
は
権
利
侵
害
の
存
す
る
時
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
は
不
法
行
匁
と
並
ん
で
依
利
侵
害
の
目
以
も
主
要
な
る
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
債
務
不
履
行
が
放
な
過
失
を
要
素
と
す
る
ご
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
然
る
後
始
め
て
我
民
法
が
過
失
責
任
主
義
を
原
則
と
せ
る
も
の
と
二
一
一
口
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
過
失
責
任
主
義
を
原
則
と
す
る
も
の
と
解
し
て
、
之
を
債
務
不
版
行
が
放
な
池
失
を
山
ー
す
る
こ
と
の
理
山
と
匁
す
の
は
本
末
特
例
で
あ
る
コ
予
は
四
一
五
傑
が
放
な
叉
は
過
失
と
一
一
品
は
守
し
て
「
債
務
者
ノ
責
-
一
蹄
ス
ヘ
キ
事
由
」
と
い
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
履
行
遅
滞
に
付
て
何
等
の
規
定
な
き
こ
と
及
び
債
務
者
に
放
な
叉
は
過
失
な
く
と
も
、
有
し
く
も
債
務
者
の
人
的
(
主
観
的
)
事
由
に
基
い
て
不
能
を
生
じ
た
や
う
な
場
合
に
は
、
半
ろ
債
務
者
そ
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
搭
せ
し
め
る
の
を
正
蛍
と
す
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
所
諮
「
債
務
者
ノ
責
-
一
腕
ス
ヘ
キ
事
由
」
は
故
意
及
び
過
失
の
み
な
ら
守
、
皮
く
債
務
者
の
一
身
に
存
す
る
履
行
の
陪
碍
(
人
的
事
由
)
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
を
以
て
正
蛍
と
信
宇
る
0
(
詰
1
)
而
し
て
此
意
味
に
-
於
け
る
「
債
務
者
ノ
支
-
一
郎
ス
ヘ
キ
事
由
」
は
履
行
不
能
に
於
け
る
と
同
じ
く
履
行
遅
滞
に
就
て
も
必
要
で
あ
る
が
、
四
一
五
傑
及
び
四
一
九
傑
二
項
後
段
の
解
滞
上
、
履
行
不
能
に
於
て
は
蹄
責
事
由
の
立
詮
責
任
は
債
植
者
が
之
を
負
搭
す
る
が
、
之
に
反
し
て
履
行
遅
滞
に
於
て
は
債
格
者
は
之
を
負
隠
せ
宇
、
活
に
債
務
者
が
賠
償
責
任
を
免
れ
ん
が
匁
め
に
は
、
紅
一
滞
が
不
可
抗
力
に
基
い
に
こ
と
を
立
詮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
註
2
〉
此
貼
は
遁
訟
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
L
L
L
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川
説
近
政
柏
木
耐
氏
詰
程
日
本
氏
日
比
的
位
法
総
則
上
一
二
八
瓦
。
-
-l
'
 
三
-a
・
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S
同
一
九
伐
二
項
後
政
は
金
銭
前
務
の
不
履
行
に
悲
く
損
害
賠
院
に
つ
き
、
「
的
務
者
ハ
不
可
抗
力
ア
以
テ
抗
詳
ト
苅
ス
ヨ
ト
ソ
得
ス
」
と
況
定
し
て
ね
ろ
Q
北
(
一
久
汁
併
料
い
に
よ
っ
之
、
金
銭
的
務
以
外
の
伯
務
の
不
履
行
に
於
JL
口
、
信
務
者
は
不
可
抗
力
の
抗
静
に
よ
り
依
務
不
版
行
島
一
小
口
先
し
符
る
も
の
と
併
す
ろ
こ
と
が
川
来
ザ
。
。
而
し
て
問
一
五
伐
と
此
却
ハ
止
と
か
ら
い
版
行
不
治
と
版
滞
と
に
付
与
本
文
に
述
べ
士
平
う
な
立
詰
責
任
の
品
十
日
目
先
島
小
一
ず
J
、
ノ
九
¥
)
J
O
ザ
/
/
ι
v
J
J
V
ヲ''
向
的
務
不
版
行
の
主
観
的
要
件
た
忍
凡
の
加
く
成
く
解
寸
ろ
と
λ
J
口
、
同
保
に
所
訓
不
可
抗
力
印
ち
位
格
者
的
務
者
何
れ
の
立
に
も
師
す
べ
か
ら
f
a
噌
E
・j
J
h
b
u
へ
川
寸
-
E
hけ
↑
イ
古
-H
一O
七
j
i
-
-
f
 
Ji
主
と
れ
い
か
、Jt
、
-
f
¥
一ノ
ざ
お
平
出
の
純
国
は
極
め
て
縮
少
さ
れ
ろ
結
果
と
な
ろ
o
再
び
債
務
者
の
貧
困
、
病
気
、
不
在
等
に
よ
る
履
行
不
能
の
問
題
に
郎
ら
う
。
-E
・
只
芳
予
定
子
〕
-
二
則
市
勺
J
E
ド
こ
一
J
「苛
，1
-古川
e
「
A
叶
伝
H
ル
4
1
η
ν
↓1-
甜
松
山
H
日
当
ρ
T
J
J
F
一，ー
務
者
ノ
責
-
一
郎
ス
へ
キ
事
由
ト
を
以
上
の
如
く
解
す
る
と
き
は
、
依
務
者
の
貧
岡
、
病
気
、
不
在
学
は
常
に
伏
務
者
の
一
身
に
存
す
る
履
行
の
降
仰
と
し
て
、
之
に
来
一
く
不
能
は
依
務
者
に
付
き
抗
害
賠
償
責
任
を
設
中
一
せ
し
め
る
。
従
っ
て
論
者
の
非
難
す
る
が
如
き
不
丸
山
川
な
る
結
果
を
牛
一
歩
る
院
は
な
い
。
五
以
上
論
C
来
つ
に
如
く
多
数
設
の
理
由
と
す
る
所
は
一
と
し
て
肯
定
し
得
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
主
制
的
d
不
能
と
客
観
的
不
能
と
を
一
山
別
せ
ん
と
す
る
が
如
き
設
は
、
到
応
之
を
支
持
す
る
こ
と
を
符
な
い
。
以
の
正月!
1~1 
よ
っ
て
、
吾
人
は
原
始
不
能
に
於
て
も
、
後
後
不
能
に
於
て
も
、
主
削
倒
的
不
能
と
客
観
的
不
能
と
の
町
一
別
を
認
め
手
、
一
刷
者
共
に
履
行
不
能
と
し
て
債
椛
の
不
成
立
叉
は
消
滅
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
解
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
共
に
後
後
不
能
に
於
け
る
吾
人
の
見
解
の
適
用
に
つ
き
筒
墜
に
述
べ
て
此
小
論
を
終
る
こ
と
』
す
る
。
イ
様
利
の
欠
快
の
場
合
に
於
て
債
務
者
が
椛
利
在
取
得
し
て
之
を
依
桜
者
に
移
轄
す
る
こ
と
が
契
約
常
初
か
放
に
成
立
し
得
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
ら
、
不
能
に
確
定
し
て
ゐ
る
と
き
は
原
始
不
能
に
よ
っ
て
位
椛
は
不
成
立
に
終
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
依
椛
は
有
此
場
合
に
於
て
一
日
一
位
椛
が
成
立
し
た
後
に
、
債
務
者
が
椛
利
を
取
得
し
て
之
を
依
椛
者
に
移
砕
す
る
こ
と
が
不
能
に
陥
つ
に
と
占
コ
は
後
後
不
能
を
生
宇
ら
。
而
し
て
此
場
合
版
行
不
山
慌
の
原
閃
り
一
は
依
務
者
の
槌
利
な
右
せ
ざ
る
知
に
あ
る
こ
と
ぺ
一
一
川
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
之
を
以
て
此
場
合
常
に
債
務
者
の
責
に
蹄
す
べ
き
履
行
不
能
が
存
す
る
も
の
と
い
ふ
を
得
な
い
。
ド
ド
が
五
六
一
傑
は
其
如
何
を
問
は
守
し
て
捻
保
責
任
を
認
め
て
ゐ
る
か
ら
此
貼
は
問
題
に
す
る
必
要
が
な
い
。
(ロ)
債
務
者
の
無
資
力
に
よ
る
履
行
不
能
は
常
に
債
務
者
の
責
に
腕
す
べ
き
履
行
不
能
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
生
ホ
J
る。
唯
金
銭
債
務
の
み
は
例
外
的
に
無
資
カ
そ
の
他
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
も
履
行
不
能
を
生
ぜ
ざ
る
も
の
と
解
す
る
。
何
と
な
れ
ば
金
銭
債
務
の
履
行
不
能
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
常
に
債
務
者
の
人
的
事
由
に
基
く
緩
行
不
能
と
し
て
抗
害
賠
償
責
任
を
愛
生
せ
し
め
る
こ
と
L
な
る
ο
然
る
に
金
銭
債
務
の
履
行
に
代
は
る
損
害
賠
償
は
結
局
一
五
の
金
銭
依
務
と
同
一
に
師
す
る
が
故
で
あ
る
。
-町、，、
病
気
、
不
在
に
よ
る
版
行
不
能
も
亦
常
に
債
務
者
の
立
に
邸
す
べ
き
履
行
不
能
で
あ
る
。
仮
令
債
務
者
の
十
分
の
詑
立
に
拘
ら
宇
縦
約
し
た
る
場
合
叉
は
止
む
を
得
ざ
る
不
布
例
へ
ば
入
径
の
如
き
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
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